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二
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土
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朝
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昼
一
時
半
～
三
時
半 

本
願
寺
派
布
教
使 

御
講
師 

渡
辺 

浄
道 

先
生 

 

空
気
循
環
の
た
め
、
本
堂
は
換
気
を
し

な
が
ら
暖
房
い
た
し
ま
す
。
暖
房
効
果

は
高
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
温

か
く
ご
聴
聞
で
き
る
よ
う
、
各
自
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
お
経
本
と
お
念
珠
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
マ
ス
ク
の

着
用
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

時
節
柄
お
斎
の
用
意
は
致
し
ま
せ
ん

の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

世
間
で
は
コ
ロ
ナ
第
八
波
が
言
わ
れ

て
お
り
、
自
粛
の
風
潮
は
ま
だ
ま
だ
無

く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
す
の
で
、

今
年
も
う
ち
勤
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、

常
光
寺
の
報
恩
講
法
要
を
、
前
住
職
の

一
周
忌
法
要
を
合
わ
せ
て
お
勤
め
い
た

し
ま
す
。
皆
様
に
も
お
焼
香
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
尚
、
お
香

典
の
儀
は
拝
辞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
度
の
ご
講
師
の
渡
辺
先
生
は
、

以
前
に
も
ご
出
講
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
る
埼
玉
県
朝
霞
市
に
あ
る
浄
心
寺
の

住
職
で
、
布
教
所
か
ら
お
寺
を
創
設
さ

れ
た
お
寺
の
開
基
と
な
る
先
生
で
す
。 

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
も
こ
の
度
の
ご
縁
を

大
切
に
お
参
り
さ
れ
、
ご
聴
聞
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

 

年
忌
法
要
早
見
表  

来
年
（
令
和
五
年
・
二
〇
二
三
年
）
の

年
忌
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
周
忌
・
・
・
・
・
・
令
和
四
年 

三
回
忌
・
・
・
・
・
・
令
和
三
年 

七
回
忌
・
・
・
・
平
成
二
十
九
年 

十
三
回
忌
・
・
・
平
成
二
十
三
年 

十
七
回
忌
・
・
・
・
平
成
十
九
年 

二
十
三
回
忌
・
・
・
平
成
十
三
年 

二
十
七
回
忌
・
・
・
・
平
成
九
年 

三
十
三
回
忌
・
・
・
・
平
成
三
年 

五
十
回
忌
・
・
・
昭
和
四
十
九
年 

 

修
正
会  

一
月
三
日
十
時
半
～ 

時
節
柄
、
今
年
同
様
に
短
く
お
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
お
斎
の
お
餅
も
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
新
年
の
お
勤
め

を
皆
さ
ん
と
共
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２０２２．１１ 

ねん    

 

 

en 

 

 

年 

お
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

寺
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り

く
だ
さ
い
。 



立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要 

 
 
 

本
願
寺
の
歴
史 

本
願
寺
は
、
親
鸞
聖
人
の
廟
堂
（
び
ょ
う

ど
う
）
か
ら
発
展
し
た
。
親
鸞
聖
人
が
弘

長
２
年
（
１
２
６
３
）
に
９
０
歳
で
往
生

さ
れ
る
と
、
京
都
東
山
の
鳥
辺
野
（
と
り

べ
の
）
の
北
、
大
谷
に
石
塔
を
建
て
、
遺

骨
を
お
さ
め
た
。
し
か
し
、
聖
人
の
墓
所

は
き
わ
め
て
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

晩
年
の
聖
人
の
身
辺
の
世
話
を
さ
れ
た
末

娘
の
覚
信
尼
（
か
く
し
ん
に
）
さ
ま
や
、

聖
人
の
遺
徳
（
い
と
く
）
を
慕
う
東
国
の

門
弟
達
は
寂
莫
（
せ
き
ば
く
）
の
感
を
深

め
た
。
そ
こ
で
、
１
０
年
後
の
文
永
９
年

（
１
２
７
２
）
に
、
大
谷
の
西
、
吉
水
の

北
に
あ
る
地
に
関
東
の
門
弟
の
協
力
を
え

て
六
角
の
廟
堂
を
建
て
、
こ
こ
に
親
鸞
聖

人
の
影
像
（
え
い
ぞ
う
）
を
安
置
し
遺
骨

を
移
し
た
。
こ
れ
が
大
谷
廟
堂
で
あ
る
。 

大
谷
廟
堂
の
留
守
職
は
、
覚
信
尼
さ
ま
の

後
に
覚
恵
上
人
、
そ
の
次
に
孫
の
覚
如
上

人
が
第
３
代
に
就
任
し
た
。
覚
如
上
人
は

三
代
伝
持
（
さ
ん
だ
い
で
ん
じ
）
の
血
脈

を
明
ら
か
に
し
て
本
願
寺
を
中
心
に
門
弟

の
集
結
を
図
っ
た
。
三
代
伝
持
の
血
脈
と

は
、
浄
土
真
宗
の
教
え
は
、
法
然
聖
人
か

ら
親
鸞
聖
人
へ
、
そ
し
て
聖
人
の
孫
の
如

信
上
人
へ
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

覚
如
上
人
は
そ
の
如
信
上
人
か
ら
教
え
を

相
伝（
そ
う
で
ん
）し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

法
門
の
上
か
ら
も
留
守
職
の
上
か
ら
も
、

親
鸞
聖
人
を
正
し
く
継
承
す
る
の
は
覚
如

上
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
る
。 

本
願
寺
の
名
前
は
、
元
亨
元
年
（
１
３
２

１
）
こ
ろ
に
公
称
し
、
覚
如
上
人
の
晩
年

か
ら
次
の
善
如
上
人
に
か
け
て
親
鸞
聖
人

の
影
像
の
横
に
阿
弥
陀
仏
像
を
堂
内
に
安

置
し
た
。こ
れ
を
御
影
堂（
ご
え
い
ど
う
）

と
阿
弥
陀
堂
（
あ
み
だ
ど
う
）
の
両
堂
に

別
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
７
代

の
存
如
上
人
の
と
き
で
あ
る
。 

[

本
願
寺
教
学
研
究
所
Ｈ
Ｐ
よ
り]

抜
粋 

 

令
和
５
年
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生

（
１
１
７
３
）
か
ら
八
五
〇
年
目
に
あ

た
り
、
そ
の
翌
年
は
聖
人
が
『
顕
浄
土

真
実
教
行
証
文
類
』(

１
２
２
４)

を
著

さ
れ
た
「
立
教
開
宗
」
か
ら
八
百
年
を

お
迎
え
す
る
年
と
な
り
ま
す
。 

 

八
百
年
の
長
き
に
わ
た
り
お
念
仏
の

教
え
を
伝
え
継
い
で
く
だ
さ
っ
た
善
智

識
の
方
々
の
有
り
難
さ
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。 

日
々
お
仏
壇
に
向
か
い
、
敬
虔
に
お

念
仏
申
さ
せ
て
い
た
だ
く
大
人
の
背
中

が
、
子
供
た
ち
に
大
切
な
も
の
を
伝
え

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

南
無
阿
弥
陀
仏 


